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１．はじめに 

本報（その１）、(その２)に続き壁式プレキャスト構造

賃貸住宅の調査結果を報告する。 

 

２．調査対象 

壁式プレキャスト構造には、壁部材や床部材に大型の平

面プレキャスト部材を使用した典型的な壁式プレキャス

ト鉄筋コンクリート造(以下、WPCa 造と略記)のほかに、

東京都や宮城県など一部地域には壁式プレキャストプレ

ストレスト鉄筋コンクリート造(以下、WPCa PS 造と略

記)がある。WPCa PS 造は、壁部材として十字形、Ｔ字形、

Ｌ字形の立体プレキャスト部材およびＩ字形の平面プレ

キャスト部材を使用し、プレキャスト梁を介して積層し、

鉛直方向に設けたＰＣ鋼棒により圧着して形成される。 
代 表 的 な

WPCa PS 造の外

観を写真 1 に示

す。本報（その

１）で示したよ

うに、仙台市内

の公共賃貸住宅

のうち壁式プレ

キャスト構造に

よ る も の は

WPCa PS 造のみ 

の 47 棟で、しかも上部構造の被災度はその全てが無被害

または軽微である。そこで、本報では調査範囲を宮城県全

域に広げた。ただし、公共賃貸住宅のうち壁式プレキャス

ト構造がどれだけあるかの把握は困難であったので、仙台

市以外の地域では情報が得られる範囲とし、宮城県営住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43 棟、岩沼市営住宅 6 棟、名取市営住宅 1 棟および亘理

町営住宅 2棟（いずれも WPCa PS 造）を加え、調査棟数を

全部で 99 棟とした。表 1 に地域別、構造種別、階数別の

棟数を示す。表 1 の下部には、仙台市および名取市に

WPCa 造の民間賃貸住宅の調査住棟があり、数としては少

ないが参考まで示した。 

 

３．調査方法 

調査方法は、原則として本報(その２)に示す壁式構造建

物の被災度区分判定の方法によった。なお、各住棟の被

災度区分判定は住戸の外側部分からの調査結果によって

いる。各住宅団地の震度は、仙台市内は本報（その１）

により、仙台市以外の地域は気象庁発表の計測震度に基

づき定めた。調査対象住宅団地の震度は 5強～7である。 

 

４．調査結果 

調査した WPCa PS 造 99 棟、WPCa 造 13 棟の上部構造

被災度の集計結果を表 2 に示す。上部構造被災度は、

WPCa PS 造では無被害が 79 棟（79.8％）、軽微が 18 棟

（18.2％）、小破が 2 棟（2.0％）で、中破以上の被災度

のものはなかった。なお、WPCa 造は全て無被害である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 被災事例 1 

小破と判定し

た建物の被災事

例として昭和 57

年 3 月に竣工し

た 5階建て 30 戸

の WPCa PS 造公

共賃貸住宅（写

真 2 参照）を挙
写真 2 被災事例 1の北面外観 

写真 1 代表的な WPCa PS 造の外観 

0 0 3 2 0 5
26 0 4 6 3 39
21 18 2 0 14 55
47 18 9 8 17 99
(7) 0 0 0 0 (7)
(1) 0 (2) 0 0 (3)
(2) 0 (1) 0 0 (3)

(10) 0 (3) 0 0 (13)
注：( )付き数値は、民間賃貸住宅の調査棟数である。

WPCa PS造合計

WPCa造合計

名取市 亘理町 その他 合計構造および階数 仙台市 岩沼市

WPCa PS造　4F

WPCa PS造　5F

WPCa造　3F

WPCa造　4F

WPCa造　5F

WPCa PS造　3F

表 1 宮城県内壁式プレキャスト構造賃貸住宅調査棟数 

上部構造

被災度 7 6強 6弱 5強 7 6強 6弱 5強

無被害 1 29 42 7 0 8 5 0 92
軽微 0 7 11 0 0 0 0 0 18
小破 0 1 0 1 0 0 0 0 2
中破 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大破 0 0 0 0 0 0 0 0 0
倒壊 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 1 37 53 8 0 8 5 0 112

WPCa PS造
合計

WPCa造

表 2 宮城県内調査住棟の上部構造被災度 
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げる。 

本被災事例では、南側１階中央付近のスパンで基礎梁に

せん断ひび割れ、2～5 階の床梁（写真 3 の赤丸部分）に

曲げひび割れが認められた。レーザー水準器による測定の 

結果，同スパン

内で 43mm の沈下

(傾き 1/118)が

認められた。 

本建物は他機

関による詳細調

査が実施されて

おり、それらを

総合すると、写

真 4 の写真手前

方向である東側

で沈下(100mm 以

上)が生じ、杭の

損傷の可能性も

推定されている。

地盤の変状に起

因する被害が生

じたものと考え

られる。 

以上から、本

報（その２）に

より上部構造の

被災度を小破と

し、基礎構造の

被災度を大破と

判断した。 

 

4.2 被災事例 2 

小破と判定し

た別の例として

昭和 53 年 3月に

竣工した 5 階建

て 20 戸の WPCa 
PS 造公共賃貸住

宅（写真 5 参

照）を挙げる。 

本被災事例で

は、窓開口の左

下隅から鉛直方

向にひび割れ 

が発生し、壁梁を貫通して下階の窓開口左上隅に至ってい

る（写真 6の赤丸部分）。 

ひび割れが生じた当該壁板位置を図 1 に、当該壁板の

形状図を図 2 に示す。WPCa PS 造の壁板には鉛直方向に

ＰＣ鋼棒が配置され圧着されているため、開口隅角部か

ら生じるひび割れが斜めに進まず鉛直方向に向かったも

のと思われる。 

なお、当該開口右下側（写真 6 の緑四角部分）は隣接

する壁板との鉛直目地部であり、目地直下の壁梁にひび

割れがあるかは目視では分からなかった。 

以上から、上部構造の被災度を小破とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 5 被災事例 2 の北側外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

宮城県内で調査した壁式プレキャスト構造賃貸住宅 112

棟の上部構造の被害状況は、WPCa PS 造では 99 棟のうち

97 棟が無被害または軽微で、残り 2 棟は小破であった。

小破としたもののうち 1 棟は、敷地の地盤変状の影響を

受けたものと推定される。WPCa 造では、調査した 13 棟

の全てが無被害であった。 

写真 3 南面梁曲げひび割れ 

写真 4 東側(写真右側)への沈下 

写真 5 被災事例 2の北面外観 

図 1 当該壁板位置（Ｉ字形平面部材） 

図 2 当該壁板の形状図 

ＰＣ鋼棒用シース 

ひび割れ 

写真 6 上下階開口間のひび割れ 
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